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	応用
	抗原情報
	背景
	サイクリックAMP依存性プロテインキナーゼ（PKA）は、2つの触媒サブユニットと1つの調節サブユニット二量体からなる。この遺伝子は、その触媒サブユニットのガンマ型をコードする。この遺伝子はイントロンを持たず、PKA触媒サブユニットのアルファ型遺伝子から派生したレトロトランスポゾンであると考えられている。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,酵素調節：cAMPによって活性化される。,機能：細胞質および核において、多数の基質をリン酸化。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属する。AGC Ser/Thrプロテインキナーゼファミリー。 cAMPサブファミリー。,類似性：AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,サブユニット：2つの触媒サブユニットと結合した異なる調節サブユニットのホモダイマーまたはヘテロダイマーの組み合わせによって、多数の不活性な四量体ホロ酵素が生成される。cAMPは、不活性なホロ酵素を4つのcAMPと2つの遊離した単量体触媒サブユニットに結合した調節サブユニットの二量体に解離させる。,組織特異性：精巣特異的。しかし、脳や卵巣などの重要な組織における転写産物の内容は分析されていない。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;カルシウム;ケモカイン;卵母細胞減数分裂;アポトーシス抑制;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;血管平滑筋収縮;WNT;WNT-T細胞ヘッジホッグ;ギャップ結合;長期増強;嗅覚伝達;味覚伝達;インスリン受容体;GnRH;プロゲステロン媒介卵母細胞成熟;メラニン形成;プリオン病;コレラ菌感染症;拡張型心筋症;
	画像データ
	

	KAPCG抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PKAγ catポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

